放射線の飛跡をParaView形式（*.vtk）で取り出すusrtally.fの例題

放射線の飛跡（放射線の生成から体系内物質との散乱・衝突、吸収又は体系外への漏洩までの一生）を [t-userdefined] のfileで指定したファイルにParaView形式（*.vtk）で書き出します。作成されたファイルは、直接ParaViewで読み込むことができます（図１参照）。
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図１　本サンプルの出力をParaViewで読み込んで描画した結果（sample.pvsm）。赤線が陽子，青線が中性子，緑線が光子の飛跡を表す

サンプルインプットuserdefined.inpは、中性子、陽子及び光子の飛跡を書き出すように設定しています。特定の領域内での飛跡を出力したい場合は、usrtally.fの464行目に書かれているif文を有効にして，セル番号iblz1に関して条件を付けてください。なお，この飛跡描画機能の並列計算での動作は保証いたしませんので，シングル版で計算することをお勧めいたします。
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[t-userdefined] の例を以下に示します。
udtpara0では、ファイルに書き出す飛跡情報の上限値を指定します。
· この数値は、10,000以下にしてください。
udtpara1～9では、放射線の種類をkf-codeで指定します（最大9粒子）。
· kf-codeについては、ユーザーズマニュアルの表4（又は付録）をご確認ください。
fileは、指定した粒子の数+１個を指定してください。
上から順番にudtpara1～で指定した粒子の飛跡情報が .vtk 形式で書き出されます。
最後のファイル（userdefined.out）には、各粒子の .vtk 形式出力に関するイベントごとの累積値が書き出されます。

[ T - U s e r d e f i n e d ]

 udtpara0 =  1000    $ Maximum number of tracks ( < 10,000 )
 udtpara1 =  2112    $ neutron
 udtpara2 =  2212    $ proton
 udtpara3 =  22      $ photon

     file = trajectory_neutron.vtk
     file = trajectory_proton.vtk
     file = trajectory_photon.vtk
     file = userdefined.out



【付録】　kf-codeの表
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#% 4: List of the transport particles.

ityp | symbol kf-code | particle name ityp | symbol kf-code | particle name
1 proton 2212 proton 11 - +-12 Ve Ve
2 neutron 2112 neutron 11 - +-14 Vu Vi
3 pion+ 211 L 11 - -2212
4 pion0d 111 0 11 - —2112
5 pion— -211 n 11 - =311
6 muon+ -13 ut 11 - +-221
7 muon— 13 'y 11 - 331
8 kaon+ 321 K* 11 - +-3122
9 kaon0 311 K° 11 - +-3222
10 kaon— -321 K- 11 - +-3212
11 other below | other particle 1 - +-3112
12 | electron 11 e 1 - +o3k
13 | positron -11 et 1 - +-3302
14 | photon 22 y u - + 3334
15 | deuteron 1000002 deuteron
16 triton 1000003 triton
17 3he 2000003 He
18 alpha 2000004 @
19 | nucleus | Z*1000000+A nucleus
20 all — | all particles





